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研究成果の概要（和文）：　本研究はまず、第二言語（L2）学習者のライティングにおける言語的特徴とライテ
ィング評価との相関関係について、メタ分析による過去の研究成果の統合を行った。結果より、客観評価では
「流暢性」の効果が、主観評価では「内容」と「言語使用」の効果が最も大きかった。
　また、L2ライティング力を構成するコンポーネント・スキルズとライティング評価との相関関係についても、
メタ分析を行った。結果より、L2の他技能やL2言語知識の方が、認知的・メタ認知的能力よりも、予測力が大き
かった。また、L2習熟度、年齢、測定具の種類等が有意な調整変数であった。

研究成果の概要（英文）：  The present study synthesized 103 studies and examined the correlation 
between second/foreign language (L2) writing performance and its textual features. Results indicated
 that fluency had the strongest correlation among objective measures, and content had the strongest 
among subjective measures. Participants' age, learning context, L1-L2 distance, scoring method, and 
measurement features were significant moderators for specific components.
  Additionally, this study synthesized another set of 103 studies and conducted a meta-analysis on 
the correlational relationships between L2 writing performance and its component skills. Results 
showed that L2 reading and speaking proficiency had strong average correlations with L2 writing 
performance, followed by L2 linguistic knowledge (grammar, vocabulary, transcription, decoding). L2 
proficiency, age, and certain measurement characteristics were significant moderators for specific 
components.

研究分野： 外国語教育

キーワード： ライティング力　メタ分析　コンポーネント・スキルズ　流暢性　複雑性　正確性　結束性　ライティ
ング評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自分の考えを外国語で表現できる実践的コミュニケーション能力の一環として、外国語学習者のライティングを
指導・評価することは、今後ますます重要になると考えられる。ライティング評価に影響を与える言語特性やコ
ンポーネント・スキルズが分かれば、教員がライティング指導や評価を行う際にどこを重視すればよいのかが分
かり、有益である。本研究成果は、より良いライティング指導や評価に役立つと考えられる。また、本研究はこ
れまでにない包括的なL2ライティング力に関するメタ分析であり、複数の言語習得モデルや仮説を検証している
ため、学術的な意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
外国語を使ってコミュニケーションを行うためには、自らの発想による自己表現能力が必要

であり、ライティングの指導や評価は外国語教育において重要である。しかし、これまで日本の
学校教育では、和文訳を越えた外国語のライティング力の育成やその評価はあまり行われてこ
なかった。多くの教員は、ライティングの評価に慣れておらず、どのような側面をどの程度重視
して評価したらよいかと困惑している状態である。 
一方、世界的には多くのライティング評価に関する研究が蓄積されており、特に第二言語学習

者（外国語学習者を含む）のライティング力と産出したテクストの言語的特徴がどの程度関係が
あるかという研究が、過去 40 年間で盛んに行われてきた。もっとも頻繁に調査されているテク
ストの言語的特徴は、流暢性、統語的複雑性、語彙的複雑性、正確性である。しかし、これらと
ライティング評価との関係については、必ずしも一貫した結果が得られていない。そこで、小島 
(2014, 2015, 2016, 2017) はこれらの特性を測る指標とライティング評価との相関関係を調べた
40 本の文献を統合し、メタ分析を行った。結果は、L2 ライティング評価と最も相関が強いのは
流暢性であり r = .65, [.56 –.73]、最も相関が弱いのは、統語的複雑性 r = .23, [.18 –.29]であった。
また、学習者の年齢、タスクの種類、サンプリング方法等の調整変数により相関の強さが変化す
ることが示された。しかしながら、想定した調整変数では研究間のばらつきが十分に説明できな
かった。また、言語発達上重要とされる統語的複雑性とライティング力の関係が一般に言われる
よりも低かったことについて、原因を特定することができなかった。考えられる要因として、統
語的複雑性指標にはさまざまな種類が含まれるが、メタ分析においてそれらを区別することな
く研究結果を統合したことが挙げられる。指標の中には妥当性が低いものも含まれていたと考
えられ、それらが結果に影響した可能性がある。指標の種類を精査した上で、再度メタ分析を行
う必要があると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究の当初の研究課題は、英語学習者のライティング力と言語的特徴（流暢性、統語的複

雑性、語彙的複雑性、正確性）の連関の強さを明らかにすることと、たくさんあるテクスト
計量的な指標の中でどのような指標が妥当なのか指針を得ることであった。しかし、テクス
トの言語的特徴には、結束性も含まれる。また、評価方法として、計量的な客観指標ばかり
ではなく、人間による主観的評価の場合もありうる。そこで、研究対象を広げ、ライティン
グ力と 15 の予測変数との相関関係について、メタ分析を行うこととした。しかし、このよ
うな相関関係は学習者の属性等により異なる可能性がある。そこで、どのような変数が結果
に影響を与えるのか、調査を行うこととした。本研究の目的は、教師や研究者がライティン
グ評価を行う際に、テクストのどのような特徴をどの程度重視して評価を行えばいいのかと
いう知見を得ることであった。また、教師や研究者が言語指標を使用する際に、どの指標を
選択してライティングの発達を測定すればよいのかという指針を得ることも、本研究の目的
とした。 

(2) ライティング力をより包括的に理解するためには、予測変数としてテクストの言語的特徴ば
かりでなく、L2 言語知識（文法、語彙、筆記[transcription]、デイコーディング）、認知的・
メタ認知的能力（言語適性、ワーキングメモリ、メタ認知能力）、L2 の他技能（リーディン
グ力、スピーキング力）、母語（L1）のライティング力、動機付け等情意面（内的・統合的
動機付け、態度、自己効能感、不安、ゴール指向性）についても調査する必要がある。そこ
で、これらの変数（コンポーネント・スキルズと呼ぶ）とライティング力との相関関係につ
いてもメタ分析により過去の研究成果の統合を行うこととした。また、結果に影響を与える
調整変数についても、調査を行うこととした。研究の目的は、より包括的に L2 ライティン
グ力を理解し、重要な構成要素を伸ばす指導を行うなど、より良いライティング指導に向け
て示唆を得ることと、さまざまな言語習得モデルや仮説を検証することであった。 

 
３．研究の方法 
(1) 文献収集 

L2 ライティング力と予測変数（テクストの言語的特徴や言語知識等のコンポーネント・スキ
ルズ）の相関関係を調べている英語論文で、2018 年 8 月までに発表されたものを収集した。ま
ず、応用言語学や外国語教育分野の主要な24のジャーナルと6つの論文データベースを調査し、
候補となる論文を収集した。次に，以下の基準を満たすか確認した。それらは、1) L2 ライティ
ング研究、2)障害者対象の研究ではない、3) 翻訳課題や要約課題のみのタスクやリーディング
やリスニングとの融合課題ではない、4) ライティング総合評価または分析的評価の合計点また
は標準テストのライティングスコアと上記予測変数 1 つ以上との相関分析あり、であった。続い



て、適格性基準を満たした論文や、当該分野のレビュー論文等を対象に、引用文献のチェックを
行い、さらに候補文献を収集して適格性を確認した。以上の手続により、研究課題（1）につい
ては、103 本の論文（計 1,045 の相関係数、総参加者数 15,537 人）が、研究課題（2）について
は、別の 103 本の論文（計 377 の相関係数、総参加者数 112,475 人）が、メタ分析の対象となっ
た。 
(2) コーディング 
各研究の各独立群について、サンプルサイズ、学習者の母語、年齢、習熟度、学習環境、ライ

ティング評価や予測変数の測定具、ライティング力と予測変数の相関係数を記録した。 
 まず、対象となった文献のうち 20%程度について、研究代表者と分担者でコーディングを行っ
た。コーディングの一致度は項目別に 81%から 100%であった。残った文献について、トレーニ
ングを受けた研究協力者 6 人がコーディングを行い、研究代表者と分担者がチェックの上で必
要な修正を施した。すべての不一致箇所は、討議の上で合意に至った。 
(3) 効果量の統合 

L2 ライティング力と予測変数の相関係数を効果量として統合した。長期的研究など、複数の
観測点での相関係数が報告されている場合は、最初の観測点でのデータのみを使用した。ライテ
ィング力と負の相関を持つ不安などは、±の符号を逆にした上で統合した。相関係数はフィッシ
ャーの z に変換した上で統合し、解釈の際は再度相関係数に変換した．公表バイアスの有無につ
いては、ファネルプロットと fail-safe-N を吟味した。異質性の検定が有意かつ統合する研究数が
15 件以上の場合のみ、調整変数分析を行った。なお、本研究では相関の希薄化の調整は行わな
かった。統計分析には、R (3.6.3) と metafor パッケージを使用し、階層線形混合効果モデルによ
るメタ分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) L2 ライティング評価とテクストの言語的特徴との相関関係について、103 本の文献を統合し

た。結果は、図 1（予測変数が客観指標の場合）と図 2（予測変数が主観的な評価の場合）
のとおりである。客観指標では、流暢性と正確性のライティング評価予測力が比較的高い結
果となった。統語的・語彙的複雑性では、小さな効果であった。結束性では微弱な効果しか
見られなかった。テクストの特徴の主観的評価では、客観的指標よりもライティング評価と
の相関が高い結果となった。特に、内容と言語使用の予測力が高く、重要度は同等であった。
結束性・一貫性ではやや低い結果となった。客観指標でも、主観的評価でも、結束性の効果
量は比較的小さい結果となった。 

 

図 1 客観指標とライティング評価との相関関係 図 2 主観的評価とライティング評価との相関関係 
 
調整変数分析について、研究数の関係から予測変数が客観指標の場合のみ分析したところ、

結果は表 1 のとおりであった。L2 習熟度が有意な調整変数にならなかった原因について、
習熟度を報告している研究が少なかったことが影響していると考えられる。一方で、学習環
境や年齢が習熟度の代替指標になった可能性がある。つまり、外国語環境よりも第二言語環
境の方が、また中高生以下よりも大学生以上の方が、一般に習熟度が高いと考えられるため、
統語的・語彙的複雑性は、習熟度が低い場合にライティング評価との相関が高いことが読み
取れる結果となった。L1 の影響は統語や結束性に現れ、L1-L2 の距離が近い方が正の転移の
影響により L2 ライティング力との相関が高くなると推察された。また、目的変数のライテ
ィング評価方法について、分析的評価の合計点の方が、総合的評価よりも、統語的複雑性や
正確性との相関が高い結果となった。分析的評価の方が文法面重視の傾向が見られた。また、
単語に基づく流暢性指標の方が、言語ユニット（e.g., 節や文）に基づく流暢性指標よりも、
ライティング評価との相関が高い結果となった。後者は、統語的に複雑な言語ユニットを産
出する学習者にとって不利であるため、流暢性の指標として妥当ではない可能性がある。ま
た、句の複雑性指標は、グローバルな指標や特定文法項目に基づく指標よりも、ライティン
グ評価との相関が低い結果となった。このことは、アカデミックライティングに限定しても、
同じ傾向が見られた。Biber et al. (2011)は、句の複雑性がアカデミックな書き言葉の特徴と
述べているが、本研究結果では句の複雑性の L2 ライティング評価予測力は低いことが示唆



された。さらに、語彙的洗練性は、多様性や語彙密度よりも、ライティング評価との相関が
高い結果となった。したがって、どのような単語が使用されたかを区別する語彙の洗練性の
方が、それらを区別しない語彙の多様性や語彙密度よりも、ライティング力をより良く予測
すると考えられる。また、語彙密度は、洗練性や多様性よりも、ライティング評価との相関
が低い結果となった。冠詞等の機能語が脱落した L2 テクストの語彙密度は高くなるなど、
初中級者の発達指標として妥当でない可能性が示唆された。 

 
表 1 調整変数分析結果（予測変数が言語特性の客観指標の場合） 
客観指標 有意 n.s. 

流暢性 単語に基づく指標 >言語ユニットに基
づく指標 

L2 習熟度、ライティング
評価方法、年齢、L1-L2、
学習環境、タスク 

統語的複雑性 外国語環境>第二言語環境 
L1-L2 近い > L1-L2 遠い 
分析的評価 > 総合的評価 
グローバル指標 > 特定指標 > 句の複
雑性 

L2 習熟度、年齢、タスク 

語彙的複雑性 中高生以下＞大学生以上 
洗練性 > 多様性 > 密度 

L2 習熟度、ライティング
評価方法、L1-L2、学習環
境、タスク 

正確性 分析的評価 > 総合的評価 L2 習熟度、年齢、L1-L2、
学習環境、タスク 

結束性 L1-L2 近い > L1-L2 遠い L2 習熟度、ライティング
評 価 方 法 、 年 齢 、    
学習環境、タスク 

 
 

(2) L2 ライティング評価と L2 ライティング力のコンポーネント・スキルズとの相関関係につい
て、統合した相関係数は、L2 ライティング力の予測変数が L2 リーディング力と L2 スピー
キング力の時に大きく、続いて L2 の言語知識（語彙、文法、筆記、ディコーディング）、次
に L1 ライティング力が続き、より一般的な認知能力やメタ認知能力（ワーキングメモリ、
言語適性、メタ認知）、動機付け等情意面の場合には小さい結果であった（図 3 参照）。メタ
認知能力以外のすべての統合された相関係数は、有意であった。本結果は、Hulstijn (2015) の
コンポーネント・スキルズの中核・周辺モデルを支持するものであり、L2 ライティング力を
説明する上で中核となるのは、一般的な認知能力や動機付けよりも L2 言語知識であると考
えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 コンポーネント・スキルズとライティング評価の相関関係 
 
調整変数分析の結果は、表 2 のとおりとなった。L2 習熟度が有意な調整変数となり、文

法知識とライティング力の相関は、初中級学習者で上級学習者よりも有意に大きい結果とな
った。それに対し、語彙知識では 2 群に差がなかったことから、初中級学習者の文法知識は
発達途上でばらつきが大きく、ライティング力により反映されるのに対し、語彙知識では上
級者でも個人差が大きく、初中級学習者と同程度に語彙知識の有無がライティング力に反映
されると考えられる。 
 また、年齢が有意な調整変数となり、L1 と L2 のライティング力の相関は、小中高生の場
合で大人よりも有意に大きい結果となった。Cummins and Swain (2016) が提案したように、
2 言語の読み書き能力は共有基底能力があり、特に年少者で L1 の影響が強いと考えられる。
ただし、習熟度の異なる 2 群で L1 と L2 ライティング力の相関に有意差は見られなかった
ため、L1 のライティング力が L2 によい影響を及ぼすには、L2 の習熟度が閾値を超える必



要があるとする Schoonen et al. (2009)の閾値仮説は支持されなかった。 
 動機付け等の情意面では、自己効能感とライティング力の相関係数が、不安やゴール指向
性とライティング力の相関よりも、有意に高い結果となった。自己効能感、内的・統合的動
機付け、態度では、ライティング力との相関係数に有意差はなかった。L2 語彙知識では、産
出語彙知識の方が、受容的な語彙知識よりも、L2 ライティング力と有意に相関が高かった。
構成概念のどのような側面に焦点を当てるかで、結果が大きく異なる可能性を示した。 

 
表 2 調整変数分析結果（予測変数がコンポーネント・スキルズの場合） 
コンポーネント・スキルズ 有意 n.s. 
L2 スピーキング ― L2 習熟度、年齢、L1-L2、学

習環境 
L2 リーディング ― L2 習熟度、年齢、L1-L2、学

習環境 
L1 ライティング 高校生以下 ＞ 大学生以上 L2 習熟度、L1-L2 
文法知識 初中級 ＞ 上級 年齢、L1-L2 
語彙知識 発表語彙 ＞ 受容語彙 L2 習熟度、年齢、L1-L2、広

さ・深さ 
動機付け・情意 自己効能感 ＞不安、ゴール

指向性  
L2 習熟度、年齢、L1-L2、学
習環境 
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